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要 旨

本文ほ,周兆数′御戎DC＼･1nOMcの中和帥′馴轟㍑:･去を鵬えたシンクロスコープVlOOO形について,‾モミ･捌-け芥

の概要,仕様および性能などを述べたヰ､のである｡特iこ申泊帖‥こついては,進行披形ブラウン管を倖用し,分

布増幅器を併用した増幅お｡tび平衡ら旋形遅延線路の簡中な解析について触れ,その総合性能について述べて

いる｡高周披同朋回路にほトンネ′Lダイオードを使用し,双′安息rゴよび非安址の段定を行なうことiこエ′1て,

トりカ同期心､tび汀F同一抑こ桝十ておi),HF同朋で250Mcまでび咋j期特性を得ている｡

1.緒 R

ノ川のエレクトロニクスの進射こつ加て,シンクロスコーーゾトL

ますます高度の性能と多川途性が必要となっている｡シンクロスコ

ープで観測しようとする信ヒルも 振幅範開で数/fVから数100V,

周波数では,直流から数100Mc,また繰返しが周期的であったF),

非周期の単一現象であったりするっ これらのすべてを満足すること

ば,実際上実現不･1‾r能であi),そのたが〕蔵本刷削持戒においてはユキ

過ノ如こ多いが,R｢伽こ応じて.喜郎l-ソテ法ヰ､多仲冬様となる｡従来,100

Mc比卜の高周波測定に対してほ,†f‡-ぢ･波形からサンプルを抽出し,

再合成するサンプリング方式と,直接,進行波形ブラウン管に信号を

加えて観測するl在睨形シンクロスコープの二つの方式が採られてい

るが,サンプリング方式においては,観測后引ま繰返信引こ限られ

ること,また向視形の場合は入力インピーダンスが低く,感性が数

Ⅴ/cmであるため,それぞれの用途は限定されたものとな/､ている｡

このような現状にあ･1て,高感度広帯域の汎用シンクロ1丁!-ゾと

してⅤ--1000形シンクロスコーープを開発した｡

2.主要回路の概要

1)--100OB形2呪敦プラゲfンユニ､ソトた･そう入t_.たⅤ一一1〔)nn形

シンクロスコープの外観茹で図1に,ブロックダイヤグラムを図2に

示す｡ブロックダイヤグラムほ,二仁愛川路に大別すれば垂軒軸増幅

川路,同朋【Hl路,掃引信号発生一語詩および電源阿絡の四つの茶本回路

となるが,以下に,ブラウン管を含めた車両軸増幅l可路と同期rnl路

の二つの主要回路について,動作原邦および設計の概略を述べる｡

岡11()nMc シンクロスニトーフ

∪う1二屯1′▲伶人公社

2.1使用ブラウン管

(1)ブラウン管に焚火きれる特性

▲舶iこ広･肝域シンクロスコ･-tプ用ブラウン管ほ次のような特件

が安求され,これド′)の特性によ/,て垂‾l白二軸増幅器の必要性能が著

しく左ムされる｡

(a)偏向感度が高いこと

(b)人ノノ容･量が′トさいこと

(′c)偏向l叫絡の共振周池数が高いこと

(d)偏向系内の電r･走行時間が′トさいこと

(e).子J録速度が高いこと

なお,有効域,ひずみ,スポット往などの一一般特性に/)いてはも

ら/)ん十分なものでなければならない｡

偏向電梅を‾平行であると仮～亡し,筒袖数の関数とLて偏向角を

求〆)ることによって

β/βり=Sin(紺丁/2)/紺丁/2.…

たたし,∂:信号の偏向振幅

〃｡:直流での偏向振幅

丁:偏向系内の電子走7川音帆

まプこ 電｢′ヒ7f速度〃と電‾r走行時問は

丁=//～,.

ヱヒ､･ノ/2β抗2/ブ柁.‥

ただし,J:偏向板電撤兵

β:電子の電荷

〝Z:電子の質量

1㌔已:加 速 電 汗三
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1ズ13 進行推形ブラウソJilて;

(1)(2)および(3)の式から,l二に述べた諸特性ほ,布いに神

技するものであることがわかる｢.たとえば,加速電口三帆2を‾卜げ

れば,感度を増すことはできるが,電子走行時間も増加してしま

い,また,gを増加すれば感度は増すが,電子走行時間も比例して

増大し,そのうえ入力容量もまたgに比例して増加して共振周波

数はJの平方舶に比例して低‾Fすることが明仁)かである｡偏l叶石

綿川の折離を′トさくしても感性を増すが,入ノJ窮屈二も増加し,さ

L‥Jにん効城が狭くな/,てくる｡偏-｢り感度を増す一つのノノ臼ことしノ

て,偏IJ-J拡大rF用を有するブラウソ管がある(､♪ この原‡判よ,後段

加速電極と偏向系との間にメッシュによる静電シールドを施こ

し,普通の後段加速ブラウン管とは迎に等電位面の形を偏向角を

増加させる方向に形成している｡しかし感度が高く,有効域が広

く,令‾何フォーカス性が良くなる反面,スポット自体も拡大さJt

ろため,ソ寸一カスカこ=-いという火ノ∴けこあり,/㌻後の政上辻カて則子さ】二･

されるL+

子′ゝ〔来,30Mc花のシンクロスコープにつかわれている5BHP2

ヂ.二1()OMc帯川として使用する場令,増幅器の所要リリJな概簡二し

でんる｡プ､ソシュプルの脚々の増幅器で考えると,ブラウン管人

ノJ解毒約5.5pFとなるから,浮遊群量を加味して,遮断朋波数を約

150Mcとすると,出力段の負荷航抗は約300エ1となり,出力段の

電了･管には,ひずみなし出力電什三15V,ひずみなし電流変化分50

mA,また肘力容量4pF以下の特性が必要となる｡さらに約2.5

ns♂〕電一子走行時間による影響は無視できない値である｡以卜の

ように幾何学的構造の変更だけでは実用卜の限界があり,偏】rり板

碑量を分割し,電子克子ナ時間の影響を除いた進行綬形ゾラウノ管

7川開発さjlるにいたった｡

(2)進行波形プラウソ管の動作原揮および性能(1)

仙IJ】j電梅の構造および堆標系を図3(a)等価回路を図3(b)に

ホす｢､130JB31の場合は垂直軸の偏向系を6分割にしてあるカ＼

仙√り放間の静電容量と付加コイ′レによって遅延回路を構成し,信

丁走行時間に近い遅延時間を信号電圧に与えて偏向させることに

よ/)て,走行角のずれによる感度の低下を防く-'ものである.1遅延

l･l】路ほ定∬形低域折渡回路であるので,特性インピーダンスぶよ

び遮断周波数′,ほ次式で表わされる｢.

る=
ガ

扁2

≒･､/吾(′≪√)
ただし,∬=ノ1仁･

′二+一
方､/と亡｢

(4)

(5)
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また,阿絡叫､1′二相適性む7Jとし,巾二流での偏Ifり振幅との比を求

が)ると,

sin-そ仁一(1二一㌣)丁β 2

β1. ～〃(1-レ)丁
2

たたしノ, レ=Z小`

(6)

図4ほ,(6)式をレをノミラメータとして図示したもので,レ=1

すなわー亡〕,うーEr一定打速度といil路の位柑速度がて草しいときに偏向感

性は悶絶数に無関係となる(1130JB31でほ,シ≒1/2であり,定

格の仲川条件でr耐り感度4.5､5.5V/cm,特件インピーダンス9()0

王1±5%(､ド衡間)である｡

2.2 広帯域増幅器

シンクロスコープの波形増幅附こ課せられる条件は,一般増幅器

と異なF),向根性,感度,周波数特性および方形波過渡特性,信号

遅延時間,良人ノJインピーダンスニわよびトリカ1出力電件の設止など

多くの条件を満妃せねばならない｡

Jム帯域増幅を子+■･なう場合に,その周波数特件の限界に最も大きな

与彩筆哲郎手つものか電了･管その他の静電容量であって,電子管の良さ

をホすものとして,次式で示される良さの指数(丘gureofmerit)ダ

が一般仰Jである〔

ダニ_____J′Jヱ___
..(7)27こ(Ci｡十C(州)

たたし,打乃′:相カニコンダクタンス

Ci,､ニ 電子管の入プJ容量

C.州:電子管の出プJ容量

(7)式から,電丁管を並列に使用する場合はダ値が変わらず伊州だ

けが加算さメ1ることになる√,この点に着日し電梅容量を分割し遅延

線路を付加するようiこ構成したのが分布増幅器である｡

(1)分布増幅器(2)～(4)

図5に甚本州路を示す〔前述の進行波形ブラウン管と同様,電

子管の入出力容量により,低域炉波匝Ⅰ路を構成しているので,増

幅器の渚矧隼ほ遅延回路の特性によって決定される｡.誘導桝形を

仲川している博【i-1は次のような特性による.〕
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(b)

㌫ピ
(c) (d)

L当i6.誘導桝形l‖_一路び_)変換

(こl)広い糊波数にわたノ,て遅延｢l制札か一止であるり

(b)広い開披数にj)た/-,て付和ひずムが小さい(,L7二小一_Jて

カーー′ミシニL-トも小さいし,

(c)電i∴管ノ)舛量変化に対して女心である..

誘噂〃甘形凶路は,図る(a)､(c)の変換によって(d)ノ)心ÅJlウ

と同様に考えることができる｡したがって,特性インピーーダンス

る,遮断開披数ノ1ニーゴよび紹1祁与1の場介の遅延帖間71′および利

得Gは次式で表わされる

る=､′ノ′■′き:
ノr=

1

汀～/⊥〟C〟

1

汀るC〃

れ=〝′dl二7川～ヤ/⊥んC〟..

G=塑汗(-棚肺臥･･
シンクロスコープのHノJ段増幅器では,

ト1)′

..(8)

‥(9)

..(10a)

ノラl〉ン管の比較的■汚

いインピーダンスを駆動するので什側終端のムで川力を得ること

か多いれ その場今の利得ほ

G=′言伊川る(け側終端).
.(10b)

また,実際の川路定数上,Cとの関係式は次のようになる〔､

〃二竺二t上〟..
4桝

ん,-=些三上主エ〟..
4〝‡

C=′/～CÅ
‥

ただし/7‡二 腐増〝り汐い棚糾)緋た係数

仁iの柑/J二†ンダクタンスを粘るためにほ,

〟)ニノ′+のコ†′しを巻くことが必要であり,

,.(11)

..(12)

.(13)

同一-▲ボビンに川 リノIJ】j

その+劫｢丁の総ナンダク

メンス⊥ほ明らかに次ノ〔で小されるしノ

エニ2ん′.十2ルタニ〝～んゞ…
.(け)

また,消波数特性およぴステッナ副1ミに対する過蜘亡二汚か舶も

良好となる場合の桝の値は1.27である｡

以｢二簡単な原J型および計第二式について述べたが,糾メェ間の増幅

度が効果的に加笥二されるためには,当然グリッドおよびプレーート

l叫路の遅延時間,したがって遮断周波数が等しくなけれほならな

いことは明らかである｡また,多区間接続の構成とした場合,二有

効帯域は遮断周波数の少なくとも2/3から1/2払三度で考えなけれ

八一卜.▼ント
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lズ18 大10憎帖才こ･さの鵬収

はなし〕ない〔ノ川音岐数が10()Mcll_1二となると,′七/･7しH=､附け∴亡

びカソードリードのインダクタンスの影熱こよる人力コンダクタ

ンスの増加や,コイルの巻線に分布する静電解量などを考慮しな

ければならないrノ

Ⅴ一-1000形シンクロスコ】ゾでほ,上.言Jの′･∴推考憾し,刈3柚

管を使川し,ヤ衡形の対比ける電子管のプレート,グり､ソトl川に

小和コンデンサをそう人してC卯によるミラ】効果糾rら押けノブ

法むと･--,ている｡内達社線路の特性インピーダンスほ93エ之,イJ■効

梼域ほ約200Mcである｡また,けう力投には,ブラウン管の人`ノJイ

ンピーダンス450王‾之(〕F衡間900上之)を肋振し約10Vの無ひすみ乙_li

ソJを得るためi･こ,ダ,,～50mA/Vの電子管を使用し,カソードにCR

の純正回路をそう人し,約100Mcの周波数帯域としている｡本

体増幅器の総合特性は,プラグインユニットとの統合糀かド)見て,

感度0･1V/cI--,1上_Lケ)峠棚勺3.5ns利得約60什ごあり,3イモせ増

幅㍑紳)制御己分は大略3,5,4の比率であるしそのほか,人体梢

幅貨}‡の竜‾f管なすべで女心化rt捕による巾胤･∴り(とし ′.-は掛訓三

食勅による利得射ヒ心よびドリフトを抑えているり

(2)前掛別表諾諒プラグインユニットおよび人ノルl路

郎t軸はプラグインカ式をとF),種々の測心L川如こ過†㌻一･亡せる

ものとした｡広帯域プラグインユニットP-1000A形ほ,ブローー

ブリ≠二P-K分捌の平衡変換段を‾′存するもので,プレートほ向純系.tf

仁ナ,カソードはコンデンサによる交流純合である｡そのた〟),巾

流利得の補正は,プレート側にカソードの帖定数と一致したCIく

川路をそう人することによって得ており,総合特性は,立上り時

間3･5ns,欄披数年柑三DC～約100Mcである｡また減衰器はプロ

Ⅶ67仙--



638 11｢卜仰41咋5ノJ

何9 満ノ.一子川女糾榊川10:1ゾlコープ

†.∴;､＼り
【】

J馴ん】片;こ

＼rl

0
(V
◎

立

､什 ､1l/

i-11-1一(ト

1

､†′･伽｢_)縦形イⅠ尾吐線描の格.iむ

至り

1-う二/7､ク

'｢Rl

21

卜く111lr吉川月川路の基本絶域

-フヘット交換にな(ている｢

2jう且象プラグインユニ､ソト P-1∩()∩Ⅰう形は,トランシスタを使

川した増幅旨謹を2lリl路有し,図7に示されるようにダイオードナ

ーートによ一-,て2仰のl･り路を切り換えて,3しく問の本体と同様な分布

+■削自治さ圭を通Lて本体と結合している｡また,3段カスケードの利

付10f吉の増幅器を設け図8のように,pnp,nPnのトランジスタ

特性を活用して入出力電圧をほとんど等しくし,そのまま段間に

そう入できるようにし,直流から10倍の増幅度を得ている｡総合

柑生は,利得1で感度0.1V/cm,二た上り時間4.Ons,周波数特性

DC､85Mc,10倍増幅器を使用した場合利得10で感度0.01V/

ぐ11l,立上り‖糾問4.3ns,周波数特性DC～80Mcである｡人ノJ回路

には■亡んインピーダンス減衰器を内蔵しスイッチ切換としている･､ノ

.七ノー_三il与り址川ブローナ(10:1減衰比)は従来の形状でほ,接地川

り【ドがノセ振を生じ,10nsリ､下のパノLス観測では,.ご主才知二大き

くなることから,図9にホされるようにプローブヘッドに1白二抜ア

ースを眼i)付けることによって共振を防ぎ,さらに山ノノ端には帥

l†小】路を設けて,ノミルス矧斗の捕11二を戸上ないフローゾ小体rrさ約3

nsの_‾主丁二_Lり柑苗】の特性‾を得ている｡

2.3 遅 延 線 路

卜川如帽各にトリガ信ぢ一が加わってから管面掃引が榊輸するまでに

描引発生器の動作時間があるため,時間の遅れを生ずる｡したがっ

てパルスの立上り部分を観測するためには,垂直軸回路に遅延回路

をそう入し,抽引を開始してからノラウン皆の垂直軸偏向故に信一り･

‖､卜
腐

}卜へ

第48巻 第5号

rり

†il)

rしL ll(い

卜く112 ト ンネ′しグ ー+∴- 卜√)伯仲伸根

｢l;･､Jパ.iぢ減汀j

`h〉トノ,7･･【1ダイサー一卜Jlもメjバ･7Lて後年き

(ぐJ榔馴-!指～与川バーして妓JFj

【ズ113 州別川路の終.肘iEJ二[波形

小加わるユうに一一心避･杜時間を/ノ■一え■なけJ=よな【1ない｡-▲椴に遅延

川路に蛭川されるものには,集中定数形遅延線路,高瑚波同軸ケー

ブ′トbよび避妊ケーナ′LかあるかことjLぞれに一長一短がある｡Ⅴ-

1000形シンクロスコープでは図10(a)に示された構造の平衡形ら

旋線路を使用しでおり.この遅延線路の近似式は次のようになる｡

巻線の弔なり部分を無視しで考えると図10(a)のものは(b)で

ホされた構造で近似できる｡

静電容量Clは平行2線条の考えを導入すると

Cl二2×

1〔)g一旦十t′ど三】4γ2

(15)

また.--一線条の単位兵当たりの線良(iは

α=汀(β＋d)/2(才 ‥

..(16)

2線の被覆である誘噂体ほ外径で接しているたけであるから実効

.涛棍率ほ当然‾‾Fがるので,その係数を〟5とすれば

三=三｡三占〟｡.
..(17)

(14),(15=ゴエび(_16)式によって単位良当たりの静電容量Cほ次

式となる｡

C=Cユα

(.β＋d.)ニ2三0三上凡

dlog吐㌍
〔fリブナり

たたL, 三｡二 8.85×10‾12〔汽/椚〕

-68一

(18)
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次にインダクタンスエは,｢ホj端了せ適相に蜘挺する場針‾亡あるか

ら.電溌方向--▲定の中和締着巻｢■j序言】■コナノしと一考ニ上ると,図10(b)

より

⊥二万ご(乞ご‾d)〕′′5脈10一丁し〃/叫tり9)

たたL,Å:j毒 開 陳 数

したがって,､1え衡間の矧隼インヒー1ダンス∠=､ノノ上/Cふよひ■ん-ご1

たりの遅延時間n=J‾上‾c‾Jにより必要特件をノJミめることができ

る｡ポリエチレン左l使川した場〔㌻〟∫三5≒1.1とすカしは ほぼ実験糸.一言

果と一致する｡Ⅴ-1000形シンクロスコープに悼川された遅延線路

は､†ヱ衡問特性′rンピーダンス約180ii.線路長約2.7mて溝,り避妊

柑i一芸]は約150m/′Sである｡

2.4 同 期 回 路

V-113形おエびⅤ--112B形シンクロスコーーゾでほ,lIF州別川

路にのみ,トンネルダイオードを佐川Lていたれ Ⅴ-1000形シン

クロスコープでほ,トンネ′しダイオードの貝杓1111線を選択すること

によってトリガ仙印をティなうようにLた｡図11はそのlリl路構成を

ホしたものである｡

Vlのトリ机脚百掛.iニーい耶lヒイ∴り･ノ1二小ンネ′しダ･rオートにれ上る

トラ丁′ミとlノて動作し,レベルコントローー′LIく1によってダr寸u

ドのノくr7ノ､竜流な蜜化させるゥトランジノ､タTRlとそのペーノ､

卜州各の糾｢㌻せカ■こト安ト一作箆であり,微分ノ､ルス充鮎講詰として動-′トヨ■る

撤畿藤露
滞帝妙

♯書
現時嘲.

しaノ

しa.) ×1(り+才′1i′｢‾ノーノり.■､(85M(二

ス コ フ 639

長1 V-1000形シンクロスコーゾの仕様

使用ノフウン甘 130JIミ31

有 効 域 4×10cm

rfi三 l自二 軸

r.-i‾号避妊時l｢り 約120ms

(′P-1000A形‾ノソソーンユニット捷用の上き､ノ
偏 向 感 性 0.1V/cm～5V/cm

し亡 卜 り 時間 3.5ns

J市波数特什 DC～約100Mc -3dB

(P-1000B形リソンrンニL二∴ノト陸川のとき〕
触lん1感 性 ×1〔りとき 0.1V/clll-･50V/clll

×10のとき 0.01V/cm＼5V/cITl

Xlのとき 4.Ons

XlOのとき 4.3ns

Xlのとき DC～約85Mc
-3dB

水

×10Lリとき DC～約80Mc -3dB
仙 什 ノノ 人 A,B ONLY,CHOP,ALl'ERNATE

ド 帥

A 如 引

+7り1リl逆 性 仇l)5/′S/cl11＼2s/c】11

】l･■j別レ ーニル 軌由拡幅2111nl外紙0.2V u卜

l･-+則川拉数 DC-､250Mc

Ii 榊 iJl

如 引 速 比 2/∠S/cmへ-1s/cm

トJ期 し ぺ ′レ 矧白倣幅4Imm 外爪0,2VIJト

ト+則ノ.笥iJヒ放 DC～5Mc

州 引 払 ‾人 5陪

棚引_握妊時川 1/′S～10s

手て上l!川Jtt ノノ
Jし川_三0.2r】ュV､1りりV 約1kc

ノ川うl唯

心瀧5mA ノJ‾形兆

外 形 十.+1､ 335-町)×435rHノ×685(L)m】¶

図12のl如束(a)て小さJLる則生爪抗より大きい他の負荷Rを･とっ

革戦車済
郷財源

り))

t bノ ×1Uしり域J㌻ -､′-ソり∴-､80Mc

担114 ノ札妓数特性(スイーノンェネレークによる)

(､aJ

しa..)×1の域r†

訓

(b)

しb) ×10の場合

T､1ME/CMこ U.1/ノS

J基】15 ノノ形披柑性(人力†占り･:311叩S立上リノノ形披)

0 40 80 120 160 200 2ノiU

l+波 紋･.八IcJ

(a)1り鮒J止′トビ､兇j綿i

川16 rr+ 励1r】Ⅰ路 ¢)
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た喝rTA.FゴエびC〟‾)2∴し､(-け_占ご1上∴■､(与イト)叔父止形となセノ.†.i■り一`右i■ノi亡

′･11こ加わると八山かL-)Iiノルン墟-)てCノ∴くに摘耕さ,′右挽か減少すごトと
Cノ小二かL-_)l)∴-∴な地-,て生たA山iこ満点(こことになり,トリノ川川りと

なくJ.､.また図12ジー付根(1〕)のよ･うに凸仙‥=線を.没止すると非′女1+

けきとなf),A′B-C′-D-A′を･巡する時間ほ,丁ノIiで偶成さJLた帖ン上

牧によ一)て淡漣される√〕このl【t肋発振の川畑=よ約0.8/∠Si･こ逃走され

ている､+ll肋発振ん別批1二り如い†｢‡り一が入ノJに加え王●)れたときの子H;=l;

の`rEノ_l_瀬形の関連を図13にホす〔トンネルダイオードによる収J惇

娘形の披■別如ま約450111Vときわ〟)て紙いカ;,トランジスタ〝‾)ペー

スi･･げ如こ向糸.1iし,パルストランスを∫叫Jとすることによ▼}て,約6V

微分ノ＼′しス汁りノを柑ている｡HFl打J例の場√ナほ,レベ′Lこてントリーー

ノLに+二り,/ミfアス糧流左＼変化させ,=肋発振川柑10.8/-S仙かニイ,iI

り･糊別と幣数比になるようにするt_,このようにして,ゲートl‖l附こ

は†言り･川渡数にかかわらず,約1.2Mc以下の娘心他6Vの/しルスか

†J絹指されるので,ほとんどノックを生ずることなく250Mcまでの

l･一川1が■巾氾である｡

3.仕様および性能

表lにV 川00形シンクロスニトーゾの_†二女外地む′Jtす′_.図14(.1二,

l,1000B形2現象ゾラグーンニLニット右丁仙川した+以√†の川f岐散村

什な,図15ほ力形披過渡柑ノトむノlミすし､ど｢〕Lモノ′いこl川､､×1感度の域

｢†で=))が×10感度の場合である.｡

図lる(a)は川別荘′卜必変人‾け竜什の川披数特性を滋J_)し(､1))は

l･山リー観測状態の一例な′Jミす｡約190Mcの.11二弦披を人ノJとした切台

特許弟447921号

詳 論 第48巻 第5号

〉′二ある/八ノックはほとんと,も思ゞ)らJtないし

4.緒 言

1川二)Mc′訃ハ掛早を形として閃光LたV-10〔)0形シンクロスニトーノに

/八､て,その槻安,作能などに/‾)いて述べたり観測糸にほ4×10cm

のイj▲地域を什する進行披形ブラウン管130JB31を班川しクナ加増帖

㍑:壬と糾ふ｢ナわせることによrlて100nュⅤ/cITlの感度でOC′､100Mc

の梢披数柑ノlミを得ている｡また垂向軸にはプラグイン方式を採用し

ているた〟),7ダブメの併川によってP-108,P-113シリーズの瞭

吋主形プラグヤンユニット小牧JHでき,50/`Ⅴ/clllの′払島感度測掛こ

過jl卜亡きるし,さらにⅤ--1000形シンクl]スコープの特良として,卜勺

州Il州別こトンネ′しダーオ叩ドを川いて甜.■8掛こおける向別のノ女超怯

むド】j+二させたこと,およびゾラグーンユニットにはトランジスタを

媒川して総合｢ドルニー百三腐り宜をド山二したことがあげられる｡

以後に,様々ご援助を賜わったR立製rF所戊原‾L二切ブラウン管乱

′ト如.刑･主,二瓶1Li吉'七什11小こ感謝小し上げる｡
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帯鋼圧延装置におけ る縦割 り せん断装置

水魔吋=.川二姓終r検し叫l三虹H‾な,･址の†幅の冊状細Jl■にせんl糾す

る･ご汀銅山延装琵引こおける縦割りせん晰与笠掛こ関するものである∪

従:来,比延終了後のJl三延付を
-･一応の幅の肺状細汁にせん斬するに

は,t･､ったん比延ラインの‾末端で滞鋼をコイル状に巻き取り,この

巻かjlた精鋼をせん断ラインに移し,このライン上に設けられた縦

l;ljりのせん断機によ一つて行なっていた｡このため忙延か仁)せん断ま

を質し,またせん断ラインを別に話泣けていたので,

Jとの.さ引凱n】棋Lt､各ノ(に必背とl_,さド)にそのたゎチ)の運搬占一貨傭を別に

柴し,その.殺備カ‾こ各人てあるという樽々♂)火山があったし

本允l”ほ上.言Jの欠点を解消する｢川勺の卜になさメした寸Jのて,本先

例射貫がせん晰rl;業を子‾fなっている状態を′J七す図1,および送り作

濃を子J二な一_､ている状態をホす図2にホすように,せん断機(上卜刃
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物7.8)と,テーーノ′しリーーウ4の 榔ななすリー-ウ14とむ備え/こlノ､】側

ソレ〉ム6と,このl勺佃l卜′レーム6を+二卜動する駆動装置(シリン

グ､■-16,17)と,この駆動装置を支持し,かつ前記lノ1侭りフレーム6

の案l勺をなす外側フレーム5とより構成され,この外側フレーム5

を圧延ライン__l二に設置し,しかして圧延作業時ほ駆動装置によi)内

側フレー1ム6を上‾卜勃させ,圧延ライン上に前言亡ローラ14を位置さ

せて通拙作某を行なうようになし,せん晰作業時は比延ライントに

せん断機を位置させてせん晰作業を子fなうようにしたものである.r_､
水先別によJLほ,せん断ラインを別に設F逢する必要がなくなるの

で,段備費が著しく軽宙哉できるとともに,その設置l如横をも‾1こ要と

L,さらにまた械nりこ要する人ノJを不必‾要とするなど経済的効果顛

こ賢なものをf守ること力こできる〕 (郷古)
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